
ＩＣＣトーク・セッション

1月12日（木）16:30～18:00
＠大隈ガーデンハウス（25号館）1階

「見えないチカラ」
～視覚障害のフリークライマーが

見つけた明日への希望～

Lost sight and newfound strength
-The hope discovered by visually impaired free climber-

進行性の網膜の病気に冒され、将来失明すると診断されたのは28歳のとき。
不安と絶望、失意の日々・・・。視力を失っていく中で、出来なくなることば
かりを考え、前を向いて歩けなくなった。

そんな中、ひとりのアメリカ人登山家との出会いがあった。彼は先天性全盲
だった。直接会ってみたくて、必死に連絡を取り、アメリカまで会いに行った。
彼は全盲であることを壁だと感じることなく、登山を始めとするアウトドアを
心から楽しんでいた。そんな彼と意気投合し、キリマンジャロに登ろうという
誘いを受けた。そして、2005年9月8日早朝、仲間たちと共に、アフリカ大陸
最高峰キリマンジャロ（5,895M）の山頂に立っていた。

それから・・・・数年。気がつけば上を向き、自分にできることは何だろうと考
え、能動的に行動する自分へと心が変化していた。

障害があることとないこと。見えることと見えないこと。そこから感じたことを
皆さんとご一緒にお話したいと思います。

主催・お問合せ： 国際コミュニティセンター（ＩＣＣ） TEL: 03-5286-3990 E-mail: icc-talk@list.waseda.jp 共催： 障がい学生支援室

日 時： ２０１２年１月１２日（木）16:30～18:00
会 場： 大隈ガーデンハウス（２５号館）１階
対 象： 早大生・教職員・一般
事前登録： 不要 参加費： 無料

ゲスト・スピーカー： 小林幸一郎 KOBAYASHI KOICHIRO

フリークライマー／NPO法人モンキーマジック代表理事
1968年東京都生まれ。16歳でフリークライミングと出会う。
大学卒業後、旅行会社、アウトドア用品販売会社を経て33歳で独立。28歳のとき、「網膜
色素変性症の類縁疾患、錐体桿体機能不全」という目の難病が発覚。将来失明するという
診断に失意の日々を送るが、その後のさまざまな出会いから現在の活動を開始。
2006年「パラクライミング選手権」視覚障がい者男子部門優勝。
2011年7月イタリアのアルコで開催された「ワールドチャンピオンシップ」視覚障がい者B2ク
ラスで優勝。視覚障がい者と健常者を対象に、フリークライミングの普及活動を行っている。
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